






















































ば, ABC (活動基準原価計算)は当事の構造的不況からの脱出, BSC (バ
ランスト･スコアカード)はビジョンや戦略に基づく経営の必要性,コー
ポレート･レピュテーションは内部統制や法令順守に対する意識改革など
です｡授業でもしばしば, H本のこれから,日本企業の現状を憂いていら
っしゃいました｡
最後に,横井ゼミの恐ろしい習慣について書いておきます｡横井ゼミの
恒例行事として,毎年,忘年会や合宿で行われる｢一言｣があります｡宴
会で少しお酒も入ったころに, ｢それでは,みんな来年の抱負などを　一言
ずつお願いします｣と楼井先生が言うのです｡数年前までは｢抱負｣であ
ったが,この1-2年は｢コミットメント｣という言葉に置き換わりまし
た｡参加者に大学教員が多いので,私には恐怖の習慣でした｡しかし,自
分がなすべきことを明確に表明するので,良い動機付けにもなったし,良
分の目標を整理する役にも立ちました｡最後には,必ず楼井先生もご白身
の｢一一言｣を述べておられました｡もしかしたら,横井先生の什事に対す
る情熱の一部は,このような環境のなかで醸成されてきたのかもしれませ
ん｡
経営学部の会計スタッフは,ちょうど過渡期を迎えています｡ 2年前に
中山雅博先生が定年でお辞めになり,　一昨年には竹林代嘉先生がお亡くな
りになられました｡横井先生がお辞めになると,一気に平均年齢が卜がっ
てしまいます｡このような時期に尊修大学をこよなく愛する楼井先生のア
ドバイスを直接頂く機会が少なくなってしまうのは大変残念ですが,先生
は4月以降も他人学で教鞭をとられると聞いています｡ますます忙しくな
る先生が心配することのないように,今後も頑張っていきます｡
(2007年1月)
